
１日目 12：50～13：50〔60分〕

【講義】支援の基本的な視点

国立のぞみの園 村岡美幸

この時間は、手順書に書かれている内容を理解し、実直に指示に従って支援を提供することの
大切さを学びます。
この講義を通じて、受講者のみなさまに知ってもらいたいことは、以下の３点です。

● 大きな計画を日々の支援に落としこむには、具体的な指示（書）が必要になること
● 指示どおり一貫した支援をする必要があること
● 記録をすることの大切さ



まずは、ＤＶＤを視聴します

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
（１５分）

　「行動援護に望むこと」　読み上げ

という大屋先生からの従事者へのメッセージでした。

このメッセージの中に、支援に携わる上でとても大切なことが記されています。

30ページの中断です。

「親や周囲の人はいろいろな点で優先順位を考える必要があり・・・・
相談や合意が必要でしょう」

その相談や合意、みなさんはどのようにして行っていますか？



支援の基本的な流れ｜枠組み

サービス等
利用計画

【作成者】
相談支援専門員

個別支援計画
or

居宅介護計画

【作成者】
サービス管理責任者

or
サービス提供責任者

支援手順書
兼 記録用紙

【作成者】
実践研修修了者

＊手順書の把握・遵守
＊記録と報告

【担当】
基礎研修修了者

支援の実施

 日々の利用者の変化に応じた細かな支援の変更が必要

 支援の記録を取り、修正に反映する仕組みが重要になる

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この図は、支援の基本的な流れを説明したものです。

支援を提供する際、制度のところでも触れましたが、
まずは「サービス等利用計画」の作成を通し、
その人は何のサービスをどれくらい必要としているのかを整理します。

サービス等利用計画を作成するのは、相談支援専門員さんです。

その後は、交付された受給者証に明記されている範囲内で事業所と
契約をし、実際にサービスを利用するわけですが、サービスを提供する
側の事業所は、利用する側のニーズや障害の特性に見合った支援を
提供することが求められます。

そこで必要になるのが、個別支援計画　ないし　居宅介護計画です。

個別支援計画には、ニーズや支援目標、支援目標達成のための
大まかな支援内容等を記載します。

個別支援計画　ないし　居宅介護計画を作成するのは、
サービス管理責任者　ないし　サービス提供責任者です。

個別支援計画には具体的な支援内容までは記載されません。
具体的な支援内容は、支援手順書に記載します。

支援手順書を作成するのは、この研修の実践研修を修了した人
が適切かと思います。

そうなると、今この研修を受講されているみなさまは何をすればよい
のか？ということになりますが、求められることはひとつです。

それは、「支援手順書」の内容を理解し
手順どおりに日々の支援を提供すること　、これにつきます。

ただ、利用者の状態やニーズの変化に対しては、細やかな支援の
変更をする必要があります。







支援の基本的な流れ｜日々の支援
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プレゼンテーションのノート
利用者の変化に応じた、細やかな支援の変更は、個人の感覚で行うものではありません。

携わっている職員もしくは関係機関のスタッフと共に行います。

支援の見直しを行うためには、まず手順書に書かれている支援内容について、なぜこの人
にはこの支援が必要なのか、なぜこの順序で提供する必要があるのか　ということをきちんと
理解すること。

理解した上で支援し、支援終了後には、実施した支援の内容とその結果を記録する。
そして、その記録を基に支援を振り返る。

こうした過程をへた上で、あらたな目標、手立て、手順の変更を検討することが大切となります。



様々な計画と支援の手順書

項 目 テキストの頁

サービス等利用計画 110-111

個別支援計画・居宅介護計画 112

支援の手順書 113-114

記録のまとめ 115

手順の変更 116-117
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プレゼンテーションのノート
ここで、これまでの話に出てきた
　・サービス等利用計画
　・個別支援計画
　・支援の手順書
　・記録
　・手順の変更
について、書式の一例を紹介したいと思います。

テキスト１１０ページを開いてください。

こちらに、高崎のぞむさんのサービス等利用計画があります。

のぞむさんの事例の一部を紹介しながら、それぞれの書式を見ていきたいと思います。

のぞむさんは、26歳の男性で、自閉症と重度の知的障害をもっています。
身長は１７２cm　体重105キロと　大きな身体の　のぞむさんではありますが
身体が大きくなったのは、高等部卒業後のことです。

子どもの泣き声や存在が気になり、突き飛ばしてケガをさせてしまったこともあります。

そんなのぞむさんに対するアセスメントとしては、生活習慣病の対策や乳幼児を突き
飛ばすリスクの存在、　支援課題としては、①ダイエットと生活習慣予防　
②支援付きの外出手段の確保などがあります。



記録の重要性
記録をつけやすい工夫をする

• すでに使われている記録を活用する（例：日誌の隅）
• 記録をする場所に記録用紙を置く（例：トイレの横）

記録を続けるために
• 欲張らない
• 何のための記録かを明確に
• 期限を設けて、チームで振り返りの機会を
• 振り返り（ミーティング）は時間制限を
• 次の振り返りの日程とそれまでのタスクを決める

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記録をつけやすくするためには

・すでに使われている記録を活用する
・記録をする場所に記録用紙を置く
といった手段が有効です。

すでに使われている記録
例えば、業務日誌は、多くの職員が記入、確認するため
新たに記録する項目を増やした場合、比較的高い割合で、
協力をえることができます

また、排泄記録はトイレの入り口付近にぶらさげておくと、
排泄支援後、漏らすことなく記録することができます。

ただ、この場合、プライバシーに十分配慮した形での設置が
求められます。

また、記録は続けないと意味がありません。
そういった意味では、全ての職員が記録に対し抵抗や負担
を感じないよう　工夫する必要があります。

そのためには、
欲張らない
何のための記録かを明確にする
期限を設けて、チームで振り返りの機会を設ける
振り返り（ミーティング）は時間制限を設ける
次の振り返りの日程とそれまでのタスクを決める
といったことが大切となります。

ここで記録様式の例をみてみたいと思います。




さんの行動記録

活動 10/13（月） 10/14（火） 10/15（水） 10/16（木）

来所・準備 ● ◯ ×

班別活動①

お茶休憩 ●●× ◯◯

班別活動② ××

昼食・昼休み ◯ ●◯ ●◯
散歩

自立課題 ●
帰り ◯× ●◯

 他の利用者に掴みかかる・・・●
 危険を感じた・未然に防いだ・・・◯
 その他の攻撃等・・・×

例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
行動記録の一例として、まずは

対象者の特徴的な行動について、どこで
どのくらいの頻度で　というのを示した記録になります。

●×での記録なので、言葉で記録するよりも負担は少なく、
また、●がついているところを見てみると、活動中よりも休憩
時間に多く見られるという傾向が、表を見ただけでわかるよう
になっています。



さんの行動記録

日 曜日

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

8 月

9 火

10 水

 チェックする行動・・・他の利用者に掴みかかる
・起きた時刻：
・落ち着くまでにかかった時間：
・前兆（低い唸り声、体を前後に揺する等）：

9 10 11 12 13 14 15 16

◯：◯◯

9:40 12:10

14:30

10:30 14:40

例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは　何時にどういう状態だったか　ということを記した
記録です。

先ほどの表とは違い、行為の有無だけでなく、要した
時間が記されています。



さんの行動記録

0
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10月 11月

 他の利用者を突き飛ばした回数

例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらの図は、日々の変動を表したものになります。
記録を数字でとった場合、そのまま表にして示すだけでなく、
このように図式化することで、傾向をうかがうことができます。



さんの生活記録

日 曜日

1 土

2 日

3 月

4 火

5 水

6 木

7 金

8 土

ぐっすり寝た

2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

うとうとしていた
寝てはいないが横になっていた

22 24

通所

通所

通所

通所

例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは睡眠記録の一例です。
時間帯ごとに、睡眠時間と、睡眠の具合がわかるように
なっています。



月 日の 高崎のぞむ さんの行動記録

起きた場面・状況 起きた行動 行動の後に起きたこと

• 9:50頃、活動に向かう途中
• ◯◯さんが大声を出しながら廊
下を行ったり来たりしていた

• 気にする高崎さんに職員（××）
が制止して作業室に促した

• ◯◯さんを気にして近づこうと
した

• 職員にされると興奮が高まり壁
を蹴った

• 職員（××）の誘導で作業室に移
動し、作業に取り組むことがで
きた

• 作業をしているうちに興奮は治
まった

• 13:00過ぎ、散歩前のトイレ
• 入れ違いに◯◯さんがトイレか
ら出てきた

• 突然、◯◯さんに頭突きをした • 職員（△△と××）が制止
• 静養室に誘導され、落ち着くま
で一人で過ごした（約30分）

※関連しそうなその他の情報
・前日の夜は寝付きが悪く、睡眠時間が４時間程度。
・最近、睡眠が乱れているとの母からの情報あり。

例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは先ほどの行動記録のタイプとは異なり、起きた場面、起きた行動
そして行動の後に起きたことを簡潔に記入するタイプの記録用紙です。

主に、行動を引き起こしている要因を検討する時などに使います。

記録様式にはここではあげきれないほど様々な様式があります。

各現場において、なぜ、なんのための記録かを明確にした上で、意図に
あった記録様式を活用することが求められます。





まとめ
❍ サービス等利用計画や個別支援計画と、実際の支援の
間には開きがある
 支援の現場では何らかの「指示」が必須
 指示にはいろいろな形がある

❍ チームで一貫した支援を行う
 勝手な判断で支援の方法を変えない

❍ 記録を取り、まとめ、報告することで支援のサイクル
を回す
 記録は継続できるように無理のない形でとる
 最初は慣れなくても、記録のまとめは継続する

❍ 情報・評価・支援内容等に必要な情報は、サービス管
理責任者／サービス提供責任者に質問・確認を

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まとめです。
このコマでは、支援の基本的な流れについてまず確認しました。

サービス等利用計画や個別支援計画は、支援の主な目的、方向性を示すものであり、
実際の支援の流れが明確になっているものではありません。
それゆえ、支援の現場では多くの支援者が共通した支援を提供できるような「指示」いわゆる
手順書が必要になるのです。

手順書にはさまざまな形があります。
テキストの１１３ページで確認したような、本人への支援内容だけを明記したもの

本人の支援内容の隣に、支援者の動きを明記したもの、

物品を用意するときや環境調整をするときなどは写真を使っての手順書もあります。
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